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本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（888 月月月 111 日日日）））   

本年度活動方針 各委員長 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（888 月月月 888 日日日）））   

戸田静雄様 

「品質第一主義の経営  経営の品質」 

第１１１９回 ２０１８年７月２５日 例会記録 

例会に先立ち、平成３０年７月西日本豪雨災害により、犠牲になられた方々に 

謹んで哀悼の意を表し、黙祷を捧げたいと思います。 

黙  祷 
点  鐘 澤井会長 

ロータリーソング「それでこそロータリー」 

ビ ジ タ ー 紹 介 

（広島中央ＲＣ）榎﨑哲也さん 

（西  条ＲＣ）藤原昭典さん 

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(7/25) 

27 

1 

19 

1 

1 5 

2 

80.00 

 

メイク 灰谷 

前々回 

(6/23) 

27 

1 

20 

1 

2 3 

2 

88.00 

メイク 灰谷・楠部 

会 長 時 間 

西日本豪雨災害により、被害に

あわれた皆様に、心よりお見舞い

を申し上げるとともに、犠牲にな

られた方々とご遺族の皆様に深く

お悔やみ申し上げます。 

広島空港ロータリークラブ会員

27名の内 10名の事業所が浸水被

害、そういった状況なので 7月 11  

日例会は臨時休会とさせていただきました。今日が災

害後初めての例会となります。復旧作業などお忙しい

中ご出席いただきありがとうございます。 

又、8月 4日（土）納涼家族例会も中止とし、8月 1

日（水）通常例会とさせていただきます。 

私の事業所の倉庫も完全に浸水しましたが、その後

三原市は約 2週間断水が続き、後片付けが全くできま

せんでした。ポンプを取り寄せ裏の川の泥水で泥を洗

っていた状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週の金曜日に断水が解除されやっと水が出るように

なりましたが、まだまだ後片付けに 1カ月かかる見込

みです。浸水被害がない方でも、生活面でお風呂、ト

イレ、食事など皆さん本当に大変な状況だったと思い

ます。 



       讀賣新聞記事 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告 

先日、佐々木様のお母様がご逝去されました。謹ん 

でご冥福をお祈りいたします。 

 

又、西日本豪雨災害では7月22日現在、死者219名、 

行方不明者12名となっています。三原市8名、東広島

市12名の方が亡くなられています。謹んでご冥福をお

祈りいたします。 

 

 猛暑が続きますが、7月22日までに全国で22,647人

が熱中症の疑いで病院に搬送されているようです。 

皆さんもバランスのとれた食事、睡眠をしっかりとっ

ていただき水分、塩分の補給も忘れずに行いましょう 

 

《配 布 物》週報1118号、卓話資料 

 

《回  覧》豪雨災害のお見舞 

（松本空港 RCさん・名古屋空港 RCさん） 

      全国空港 RCフォーラム出席表 

      会員名簿チェック表             

      気仙沼南 RC 50周年式典のご案内 

      地区大会本登録 

  バオバブの会ニュース 17号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤 保さん 還暦御祝 

御祝にハズキルーペを頂

いてありがとうございま

す。欲しかったんです！ 

明るいお話をしなければいけないと思うのですが… 

豪雨災害でホテルが断水した事や苦労した話はさてお

き、私は三人兄弟の三男で母親が 30歳の子どもで、今

年母は 90歳です。高校卒業後親元を離れて、今まで

10回北海道の実家へ帰ったかどうかというくらいで

す。一番忙しかったときは 10年位帰らなかったことが

あります。久しぶりに帰ったのは、父親のお葬式でし

た。母親は今の所元気で、午前中の涼しい時だけ畑仕

事をしていると言っておりました。私も母親に負けな

いようにまだまだ長生きしたいなと思っております。 

 

7月誕生日の方、暑い時に生まれて大変だったと親か

らよく聞かされていると思いますが、その分暑さには

強いはずなので、この夏を乗り切っていきたいと 7月

生れを代表して挨拶といたします。 



卓 話 時 間  

 

「三原城 築城 500 年へ向けた第一歩」 

 

 

三原やっさ祭り  

実行委員長 若山一己様         

ミスやっさ 湯浅希望様 

事務局長  藤井稔久様 

 

 

私は、第 43回三原やっさ祭り 

実行委員会実行委員長を仰せつ

かっております一般社団法人三

原青年会議所より出向しており

ます若山一己と申します。大変

貴重な例会の時間をいただきま

して誠に感謝申し上げます。 

今年のやっさ祭りは、豪雨災害により延期となりまし

た。ですが三原市民の思いを集めて現在調整中です。 

 

今年のＰＲをミスやっさの湯浅さんにお願いします。 

 

 

2018三原ミスやっさ湯浅希望

と申します。この度三原やっさ

祭りの延期が決定し、私たちは

祭りの実施に向けて現在各方面

の調整を行っております。 

三原やっさ祭りの見どころ

は、市民総参加で踊れるやっさ踊りです。土曜日には

市内約 1000名の小中学生による子どもやっさ踊り、

そして 6000名の踊り手による創作・正調やっさ踊り

を披露いたします。やっさ踊りは、三原城築城を祝っ

たとされる踊りで歴史や伝統もあり、踊っても楽しい

ですし見ても楽しんでいただけると思います。 

イベントとしては、子供たちが主体となって運営す

る出店を考えております。子供たちが主役になる祭

り、若い力を発揮できる祭りを考えております。昨年

は 450年の年で、三原市では様々なイベントが行われ

三原が大いに盛り上がりました。今年は昨年の勢いを

追い風とし、次の 500年に向けた新たな第一歩の年と

位置付け祭りを開催いたします。日程は変更いたしま

したが今年も中四国地方最大級の 2尺玉を打ち上げま

す。 

最後になりますが今年の三原やっさ祭りの会場で

皆さまのお越しをお待ちしておりますので、多くの皆

さまのご来場お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三原やっさ祭り振興協議会会則 抜粋 

（目 的） 

第３条 本会は三原市における祭り行事を育成する 

ことを目的とし、市民総参加により祭りの社会的、 

文化的意識を高揚し、本事業の画期的信仰を図り、 

併せて三原市観光の飛躍発展に寄与する。 

（事 業） 

第４条 本会は前条の目的を達成するため、次の事 

業を推進する。 

１. 三原やっさ祭り行事の開催 

２. 太鼓の創作及び育成 

３. その他本会の目的達成のために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

祭りの主軸 

徳島市阿波踊りの参加チームは 2010年度で 1000 

組に上る（2017年度は 885組） 

街頭での飛び入り参加まで含めると総参加者数は 

10万人にもなるといわれている。 

運営母体 

主催：徳島市観光協会と徳島新聞の共催 

主管：阿波踊り実行委員会（観光協会が設置） 

委員は３０名。県や徳島市などの行政関係者、徳島 

市議、徳島新聞社などのマスコミ幹部、阿波踊り団 

体の代表、商工会議所や商店街振興組合代表などで 

構成されており、委員長は徳島新聞社役員。 

 

観光協会で阿波おどり事業特別会計にて累積 4億 3600

万円の短期負債。徳島市は毎年観光協会が返済できな

い分を市が負担する契約をこれまで金融機関との間で

４月に更新していた（限度額 6億円） 

市は同契約を 2018年度以降更新しない旨決定し通知。

その後債権者でもある徳島市が観光協会の破産手続き

申し立て。市は、悪天候で踊りが中止となった場合の 



 

チケットの払い戻しや桟敷席の改修などが原因とし

ている。実行員会（年数回）では委員などに予算・決

算資料をほぼ出していなかった。 

 

観光協会側の主張： 

共催者である徳島新聞が有料桟敷席の中でも人気の

席を独占的に購入したり、広告仲介料を取ったり看板

広告の受注を独占。 

 

観光協会側の対応： 

協会を一般社団法人化し、有料桟敷など黒字部門のみ

を担当してそれ以外の赤字部門を市に返上する将来

的な赤字解消策を提案。 

 

観光協会では祭り期間中だけでなく阿波おどり会館

にてほぼ毎日有料（1人 800円）にて阿波おどりの上

演やステージ体験を実施（1回 40分 1日 4回） 

 

 

 

 

 

 

祭りの主軸 

・きんさい祭のメインイベントは、ハッピや浴衣姿の 

市民が「鼓おどり三次どんちゃん」という太鼓、鉦、 

篠笛、踊りで構成された、ハイビートなリズムの楽 

しい練り込み囃子に乗って紙太鼓を打ち鳴らし、三 

次町〜巴橋〜中央通りの繁華街 1.5Ｋｍを約３時間 

練り歩く「市民大パレード」で、友情出演も含め、 

約 60数団体 3,000人のパレード参加者がいる 

・パレードの中心となる三次どんちゃんは､昭和 53

（1978）年の第３回三次きんさい祭で初披露されまし 

た。 

また現在の「三次どんちゃん」というネームは近年 

定着したもので、第３回の当初は「ばか囃子」、踊 

りは「ばか踊り」と呼ばれていました。この「ばか」 

というのは､場に加わるということから選定された 

ものですが､広く定着するには及ばず名称変更とな 

りました。続く名称は､第７回の実行委員会（天野 

英樹実行委員長）が広く市民から募集し「鼓おどり 

三次どんちゃん」となりました。 

運営母体 

・(一社)三次青年会議所「以下三次 JC」の提唱によっ 

て「見つけようふるさと、みんなでつくろう三次の 

祭り！」をテーマに、市民の連帯と、ふるさと再発 

見を求めて、1976年(昭和５１年)に誕生しました。 

・年当初に三次 JCで三次きんさい祭に対する準備組 

織を構築して取り組み､三次市長を頭とした三次き

んさい祭振興会に祭りの企画上程を行ない､同時に

実行委員長に就任している。 

・第 41回目の三次きんさい祭から、新たに企画実施 

本部が立ち上げられ、これからの祭り運営を創り上 

げている。 

40回までのきんさい祭開催テーマは三次 JCより輩 

出の実行委員長を中心とした実行委員会にて選定 

し掲げられておりましたが、第 41回開催よりは一 

般公募にて市民のみなさまより寄せられたテーマ 

を企画実施本部にて選定 

 

  

 

 

 

 

祭りの主軸 

全国各地から参加するチームそれぞれが、地元文化

を取り入れた個性溢れる踊りと、地元の民謡を取り

入れたオリジナルの楽曲で参加します。祭りへの参

加をきっかけに、市民が地域に興味や関心を持ち、

地域の人と人が つながり合う。これこそが「人と地

域の活性化」「文化の継承と創造」を目指す、どまつ

りの最大の特徴であり、魅力なのです。 

1999年 2月 22日 5人 

にっぽんど真ん中祭り実行委員会発足。 

発足メンバーは、当時の大学生 5人から産声を上げ、

今でも久屋大通公園会場メインステージの企画・運

営は現役学生とバトンが受け継がれています。 

どまつり当日は、大学生のみならず、町内会や商店

街など全会場の 7,000人ものボランティアの方の協

力があります。 

2010年 8月 29日 9,481人 

「総踊り」でギネス世界記録™達成！ 

2016年・第 18回大会では、3日間で全 19会場に約

220万人に上る観客動員を数えました！ 

 

やっさ祭りも、やっさサポーターというボランティア

の子どもたち 100名がいます。(にっぽんど真ん中祭

りのボランティア 7,000名)今後祭りを継続していく

にあたり、各種団体のご協力、ボランティアの方の協

力が必要です。皆様のアイデアをお借りしてもう一度

練り直し、被災された方々、子供たちの為にも最高の

やっさ祭りにしていこうと思っていますので皆様ご

協力よろしくお願いいたします。 


